
 

 

 

 

 

 

 

 

 2018年度 

実績 

2019年度 

実績 

増減率 

（％） 

営業収益 13,092 14,785 112.9 
売上総利益 1,468 1,698 115.6 
営業利益 347 304 87.6 
当期純利益 245 214 87.2 

◆新型コロナウイルスの中での奮闘  
不特定多数の人と接する駅において、感染の恐怖の中で日々業務をしています。感染防止には組

合員・社員の奮闘だけでなく、家族の協力も不可欠です。社会インフラを守るという使命感のも

と、努力してきたことに報いるべきです。 全従業員が新型コロナウイルス感染症等、命がけの対

応を行っており、 特別手当を全従業員に一律５万円支給することを求めます。  

 

要 求実現 ! 

基本給月額

Ｎｏ．１１４ 

発 行  2 0 2 0 . 5 . 2 7

東日本旅客鉄道労働組合 

ｽﾃｰｼｮﾝｻｰﾋ ﾞｽ協 議 会 

回答は ６月１８日まで  支払は ６月３０日まで 

 
ステーションサービス 

LINE
 

新型コロナウイルス感染症対応に対する 

特別手当 全従業員一律 5万円 

◆生活を守るために  
家族の休業で世帯収入が減る一方、休校等の影響で食費や光熱費が増加し

ています。また、持ち家のローンに対する不安もあります。生活を守るため

には充分な夏季手当が必要です。 

◆事業規模を拡大し、着実に収益に繋げてきた 

2019年度は大井町駅や高田馬場駅など首都

圏の中核となる駅や新規開業した高輪ゲート

ウェイ駅等、新規受託箇所の拡大を推し進め

着実に事業規模を拡大し、営業収益は昨年を

大幅に上回り、112.9%を達成しました。 

それらの努力に報いる夏季手当が必要です。 

2019年度決算状況（単位：百万円） 


